
小惑星の大きさ分布を求める

目的

小惑星の半径と太陽からの距離を求める

まとめ

・小惑星は太陽から2-3AUの位置に多く分布

・半径は600-900mが多い

・小惑星は1つの惑星の分裂によってできたとは考えにくい

結果

①衝の位置にある黄道上の地点に望遠鏡を向け、観測を行った。

(衝：その天体が太陽と正反対の位置にある状態)

②小惑星を見つけるために、

・マカリのブリンク機能を用いて大幅に移動する星を探す

・異なる時刻の2枚の画像を恒星の位置を合わせて減算する。

そして、白い点と黒い点が隣り合って見える星を探す

③半径を求めるために測光により明るさを調べる

・2-3AUの領域に多く分布
・5-6AU(木星の軌道上)の領域でも多い
→木星の重力が関係しているのではないか

観測方法
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・600-900mに集中
・大きい小惑星は少ない
・600mより小さい小惑星の数は少ない
これは、小さくて暗い小惑星を観測できていないため
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計算方法
(1)距離

太陽から小惑星までの距離を一時間当たりの移動量か
ら求める。火星、木星、土星の移動量と太陽と惑星の距
離の関係は図3のようになる。

図1より発見した小惑星の場合、太陽からの距離がどれく
らいであればよいのかを求めた。

(2)大きさ
観測した小惑星の明るさから小惑星の半径を求める。
①もし火星が小惑星帯のある太陽から2.5AUの位置にあ
るとすると、その見かけの明るさは0.5等級となる。

②すべての小惑星が太陽から2.5AUにあるとき、惑星の

表面積が半径の二乗に比例することから、明るさの比
率が表面積の比率となるのを利用し、①で求めた明る
さから半径を求めた。

③(1)で求めた実際の小惑星と太陽の距離を𝒂 とする。

②で求めた半径 ×
１

2.5
𝑎

2

×
1.5
𝑎 − 1

2 = 実際の半径

という補正式を用いて小惑星の実際の半径を求めた。

太陽と惑星の距離(AU)
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参考～月のクレーター～

図2 半径と個数

図3 移動量と距離の関係

図4 月のクレーターの大きさと個数 出典：天文年鑑



考察
小惑星の密度が地球や月と等しいときの小惑星の質量を
求めた。

地球の質量：5.97×1024kg
最大値を全て足しても1つの惑星の質量にはならない。
→小惑星は1つの惑星の分裂によってできたとは考えにくい

どちらのグラフからでも、小さい大きさの方で数が多いといえる。

また、天文年鑑に載っているような大きな月のクレーターは今回
観測したような小惑星よりも大きな天体の衝突でできたと考えら
れる。

今後、より小さい月のクレーター分布も調べて、観測から得られ
たデータと直接比較することで月のクレーターの起源について考
察したい。
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月のクレーター分布に小さいクレーターのデータがないのは、
サイズが大きく名前のついているクレーターのみを調べたからであ
る。
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*②で求めた半径は図3の通りであるが、
全ての小惑星が2.5AUにあるわけではないので
補正式を用いた。
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図6観測により得たデータによるクレーター分布

 地球の密度 月の密度 

最大値(kg) 4.68×1015 2.83×1015 

最小値(kg) 2.15×1010 1.30×1010 

 

表1 各密度における小惑星の質量

個
数

クレーターの直径(km)


